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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

認知症対策等総合支援事業認知症対策等総合支援事業認知症対策等総合支援事業認知症対策等総合支援事業

開始年度 2009 終了年度 9999

介護保険法

目的 地域における認知症対策についての意識の向上と共通理解を図るとともに、認知症ケア人材の育成を図る。
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事業名

部署名 長寿福祉課

認知症高齢者の医療・福祉・介護等に携わる地域の専門職に対して研修を行う。また、地域ケアネットワーク研修を開催し認
知症高齢者に携わる関係団体等との連携を図る。

事業コード

2605

概要

法令
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

補助（国）事業

物件費

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

研修会の開催数 目標値 5555 5555 5555 5555 5555回

実績値 8888 18181818

延べ参加者数 人 目標値 380380380380 380380380380 380380380380 380380380380 380380380380

計算
根拠

延参加者数／目標数×100

実績値 235235235235 395395395395

達成率
（％）

61.961.961.961.9 103.9103.9103.9103.9

実数値 235/380235/380235/380235/380 395/380395/380395/380395/380

ランク CCCC AAAA

健康で長生き、笑顔で暮ら
すまちづくり

高齢者福祉・介護サービス
を充実する

高齢者

基本目標 属性 基本施策

介護予防の推進

実施施策

4022

「人の増えるまち」づくり 健康長寿健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

831
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

認知症高齢者は平成２５年には約２５０万人まで増加すると推計されており、要
介護認定者の２人に一人は認知症の高齢者である

根
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事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

認知症高齢者に対するケアの充実は、今後の高齢者施策における重要な課題であ
る。地域社会において、認知症の方の自立生活を支え、認知症になっても安心し
て暮らせるまちづくりを推進するためには、家族をはじめ、地域住民の理解が不
可欠であり、地域全体の意識改革や体制整備を進めていくためには、行政が各地
域と密接な連携のもと事業を推進していく必要がある
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果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

認知症対策は今後更に強化が必要なため、削減は見込めない。根
拠

国の補助事業で実施している。

根
拠

超高齢化と共に認知症高齢者も増加傾向にあり、在宅での認知症高齢者へのケア
が重要となり、家族を含めた認知症に対する知識や技術向上へのニーズは高まっ
てきている

根
拠

医療・介護との連携として、専門職を対象にしたスキ
ルアップ研修会、認知症疾患医療センターとの連絡会
の開催
本人、家族、地域支援としてり認知症見守り体制づく
りワーキング、認知症の人と家族の会、認知症理解普
及啓発研修会、認知症キャラバン・メイト連絡会等の
開催

維持維持維持維持

平
成

2
4
年

度
取
組

み

【平成25年度　方向性】

医療・介護との連携として、専門職を対象にしたスキ
ルアップ研修会、認知症疾患医療センターとの連絡会
の開催
本人、家族、地域支援としてり認知症見守り体制づく
りワーキング、認知症の人と家族の会、認知症理解普
及啓発研修会、認知症キャラバン・メイト連絡会等の
開催

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 可能－

－ 未実施 未実施

可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 可能 〈不可能選択理由〉
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